
２－１ 北海道地方とその周辺の地震活動（2017年5月～10月） 

Seismic Activity in and around the Hokkaido District（May – October 2017） 
 

気象庁 札幌管区気象台 

Sapporo Regional Headquarters, JMA 

 

今期間，北海道地方とその周辺に発生したM4.0以上の地震の震央分布及び主な地震の発震機構解

を第1図(a)及び(b)に示す．これらのうちM5.0以上の地震は10回であった．最大のものは2017年9月27

日05時22分に岩手県沖で発生したM6.1の地震であった． 

主な地震活動は以下のとおりである． 

 

（1）北海道東方沖の地震（M5.7，最大震度3，第2図） 

2017年5月22日20時00分に北海道東方沖の深さ55km（CMT解による）でM5.7の地震（最大震度

3，地震①）が発生した．また，この地震の震央付近では，2017年6月28日21時07分に北海道東方

沖の深さ65km（CMT解による）でM5.7の地震（最大震度3，地震②）が発生した．これらの地震

は太平洋プレート内部で発生した．地震①の発震機構（CMT解）は西北西－東南東方向に圧力軸

を持つ逆断層型で，地震②の発震機構（CMT解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型である． 

 

（2）胆振地方中東部の地震（M5.1，最大震度5弱，第3図(a)～(c)） 

2017年7月1日23時45分に胆振地方中東部の深さ27kmでM5.1の地震（最大震度5弱）が発生した．

この地震は地殻内で発生した．発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型である． 

  

（3）浦河沖の地震（M5.6，最大震度4，第4図(a), (b)） 

2017年9月10日17時44分に浦河沖の深さ43kmでM5.6の地震（最大震度4）が発生した．この地震

は，発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレート

の境界で発生した． 
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第1図(a) 北海道地方とその周辺の地震活動（2017年5月～2017年7月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a)  Seismic Activity in and around the Hokkaido District (May 2017 – July 2017, 

M≧4.0, depth≦700km). 

第1図(b) つづき（2017年8月～10月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b)  Continued (August - October 2017, M≧4.0, depth≦700km). 

北海道地方とその周辺の地震活動(2017年5月～7月、M≧4.0) 

北海道地方とその周辺の地震活動(2017年8月～10月、M≧4.0) 



５月 22 日、６月 28 日 北海道東方沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年５月22日 20 時00分に北海道東方
沖の深さ 55km（CMT 解による）でM5.7 の地
震（最大震度３、今回の地震①）が発生し
た。2017 年６月28日 21 時07分に北海道東
方沖の深さ 65km（CMT 解による）でM5.7 の
地震（最大震度３、今回の地震②）が発生
した。これらの地震は太平洋プレート内部
で発生した。今回の地震①の発震機構（CMT
解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ
逆断層型である。今回の地震②の発震機構
（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸
を持つ型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回
二つの地震の震央周辺（領域ａ）では、M5.0
以上の地震がしばしば発生しており、最近
では、2015 年７月７日に M6.3 の地震（最
大震度３）が発生している。最大規模の地
震は、2000 年１月 28 日の M7.0 の地震（最
大震度４）で、負傷者２人の被害が生じた
（総務省消防庁による）。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の
地震の震央周辺（領域ｂ）では、M7.0 以上
の地震が時々発生しており、M8.0 以上の地
震が２回発生している。1994 年 10 月４日
に今回と同じ太平洋プレート内部で発生し
た「平成６年（1994 年）北海道東方沖地震」
（M8.2、最大震度６）では、根室市花咲で
168cm（平常潮位からの最大の高さ）を観測
するなど、北海道から沖縄県にかけて津波
を観測した。この地震により、北海道では
負傷者 436 人、住家被害 7,519 棟等の被害
が生じた（「平成６・７年災害記録（北海道）」
による）。 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2017 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2017 年７月 31 日、 

深さ０～100km、M≧4.5） 
2017 年５月以降の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

択捉島 
今回の地震①、②

の震央位置 

国後島 

根室半島 

「1973 年６月 17 日 
 根室半島沖地震」 

「平成６年(1994 年)
 北海道東方沖地震」

ｂ

ａ

択捉島

国後島 

根室半島 

今回の地震②

※今回の地震の深さは CMT 解による。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震① 

第2図 2017年5月22日，2017年6月28日 北海道東方沖の地震 
Fig. 2  The earthquake east off Hokkaido on May 22 and June 28, 2017. 
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７月１日 胆振地方中東部の地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年７月１日23時45分に胆振地方中東部
の深さ27kmでM5.1の地震（最大震度５弱）が発
生した。この地震は地殻内で発生した。発震機
構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型で
ある。この地震により、重傷１人の被害が生じ
た（総務省消防庁による）。その後の地震活動
は、消長を繰り返しながら減衰している。 
2001年10月以降の活動をみると、今回の地震

の震源付近（領域ａ）では、今回の地震が最大
規模の地震であった。 
1923年１月以降の活動をみると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、2014年７月８日に
胆振地方中東部で発生したM5.6の地震（最大震
度５弱）により、負傷者３人の被害が生じた（総

務省消防庁による）。  

北海道周辺の地図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2017 年７月 31 日、 

深さ０～60km、M≧4.5） 

石狩低地 
東縁断層帯

図中の細線は地震調査研究推進本部による

主要活断層帯を示す 

今回の地震

ａ 

図中の細線は地震調査研究推進本部による

主要活断層帯を示す

今回の地震

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2017 年７月 31 日、

深さ０～30km、M≧1.0) 
2017 年７月の地震を濃く表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

（2017年７月１日～７月31日） 

第3図(a) 2017年7月1日  胆振地方中東部の地震 
Fig. 3(a)  The earthquake in the middle eastern part of Iburi region on July 1, 2017. 
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第3図(b) つづき 
Fig. 3(b)  Continued. 
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９月 10 日 浦河沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2017 年９月 30 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2017 年９月の地震を濃く表示 

2017年９月10日17時44分に浦河沖の深さ43km
でM5.6の地震（最大震度４）が発生した。この地
震は発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を
持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレート
の境界で発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が時々
発生しており、2011年11月24日にはM6.2の地震
（最大震度５弱）が発生している。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が
しばしば発生している。「昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震」（M7.1、最大震度６）では、北海道
で重軽傷者 167 人、住家全半壊 41 棟などの被害
が生じた（被害は「昭和 57・58 年災害記録（北
海道、1984）」による）。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2017 年９月 30 日、

深さ０～100km、M≧6.0） 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）

ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

ｃ 

Ａ Ｂ

「昭和 57 年（1982 年）

浦河沖地震」 

Ａ 

Ｂ 

今回の地震

の震央位置

襟裳岬

第4図(a) 2017年9月10日 浦河沖の地震 
Fig. 4(a)  The earthquake off Urakawa on September 10, 2017. 
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第4図(b) つづき 
Fig. 4(b)  Continued. 
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